




















要約 

乳児の離乳期の栄養指導の充実・向上等の改善を図るために,生後 5 ヵ月～12 ヵ月児をも

つ母親を対象に,離乳食情報が母親に与える影響について調査を行った。 

1.離乳食の情報源として利用したものは,離乳の本・育児雑誌・友人・知人・育児書・乳児

健康診査,役に立ったのは,友人・知人・小児科医・育児雑誌・離乳食の本・育児書の噸に

多かった。 

2.離乳食を与えていて困ったことがある母親は 66.8 考あり,その対応として相談した,

本・雑誌を読んだが同じ割合で多かった。 

3.育児書は 1 冊,離乳食の本は 0～1 柵を持つ母親が多かった。育児雑誌は 70.8%が購読し

ていた。 

4.情報源による内容の食い違いの経験がある母親は19.4%で,頻度は 1～2回,程度は「気に

なる程度でたいしたことがなかった」が多かった。 

5.食物や栄養のとり方で悩む母親が 60.7%案みられ,「アトピー体質かもしれない」と不安

から悩むものが最も多かった。 

6.離乳食の情報をふやして欲しいと望むものが多かった。以上の結果より離乳食の情報源

として小児科医・栄養士などの専門家のあり方,育児雑誌,育児書等の活字による情報の内

容、周囲の助言について検討を加えることが,必要と考えられた。 


